
かほく市上下水道料金等検討委員会委員会（第 3回） 

議 事 概 要 

 

日 時：令和 7年 7月 18 日（金） 13 時 30 分～14 時 00 分 

場 所：かほく市役所本庁舎西フロア 302 会議室 

出席者： 

＜委 員＞ 委員１０名 （うち出席者９名） 

＜事務局＞ 

 庭田 一彦 （かほく市 産業建設部 部長）  

 猪村 邦顕 （かほく市 上下水道課 課長） 

 多田 努  （かほく市 上下水道課 課参事） 

 北川 和美 （かほく市 上下水道課 課長補佐） 

 奥谷 俊彦 （かほく市 上下水道課 主査） 

 寺﨑 真斗 （かほく市 上下水道課 主査） 

 

次第： 

１．開会 

２．議題 

（１）上下水道料金改定の答申（案）について 

３．その他 

 

資料： 

資料１：上下水道料金の改定について（答申） 案 

 

議事概要： 

１．開会 

 事務局より会議の開催が報告された。 

２．料金改定案について 

 資料 1 に基づき、上下水道料金の改定について、答申案について事務局より説明が行わ

れた。 

【質疑応答】 

Ｑ． ３．下水道料金の改定についてのただし書きで、「令和６年能登半島地震からの復旧復

興の中で」の後に、使用者の目線から「諸物価が高騰している環境下で大幅な値上げは、

使用者にとって負担が著しく重くなることから」と言葉を足していただいたほうがいい

と思います。５．今後の上下水道事業への意見で、事業者としての立場で「国際情勢等

の変化により物価上昇」と記載されているので、それぞれの立場を分けて書かれたほう



がいいと思います。 

   また、前回の委員会の中で意見があった、諸事情で生活難なり苦しい環境にいらっし

ゃる方への減免の配慮についても一言残していただけるといいなと思います。 

Ａ． 物価高騰の文言については、文書に入れさせていただきます。また、５．今後の上下

水道事業への意見に低所得者等への配慮を行うことを盛り込んで文書の修正をさせてい

ただきます。 

事務局より 

   本日欠席されている委員について、事前に答申書の案について説明をさせていただき

ました。委員からは、内容についてご了承を得ていますことを報告させていただきます。 

 

【質疑終了】 

事務局より 

   6 月 2 日から 3 回にわたりまして、上下水道事業についてご審議いただきまして、誠

にありがとうございました。 

   今回、委員の皆様には、上下水道事業の現状について説明させていただきました。今

後、人口減少や水需要の減少による事業収入の減少及び施設の老朽化や、耐震化等の事

業が増加することが見込まれます。これから上下水道事業の経営は非常に厳しくなると

思われます。これからも、安心で安全な水の供給と、汚水処理による生活環境の改善、

公共用水域の水質保全に努めるとともに、計画的に、上下水道施設の長寿命化対策や耐

震化対策、さらなる経営努力を進めることで今後も持続的なサービスの提供を行い、安

定した経営を続けていくよう努力いたします。 

  本日いただきました、ご意見に関しましては、修正をいたしまして、答申前に委員長、

副委員長に確認していただき、市長へ答申を行いたいと思います。 

 

閉会  


